
行事予定
２日(火)集団宿泊学習（～４日 ５年 南薩少年自然の家）
４日(木)ＰＴＡ防犯パトロール
５日(金)芋植え(１・２年)プール掃除，休養措置日(５年)
８日(月)プール開き

１０日(水)川上小学校との交流
１１日(木)避難訓練(風水害)，集団下校
１２日(金)命の日，集金案内日，ＰＴＡ研修部会

家庭学習強調週間，歯の衛生週間(１８日まで)
１３日(土)家庭教育学級
１４日(日)Ｂ＆Ｇカヌー教室(市来小プール)
１５日(月)集金日（～１７日）
１６日(火)教育相談週間(～２６日)
１７日(水)田植え(５年)
２０日(土)ＰＴＡ防犯パトロール，青少年育成の日
２１日(日)家庭の日
２５日(木)着衣水泳
２６日(金)プール掃除
２７日(土)チャレンジ教室
２９日(月)校内人権週間(～７／３)，市教育委員会学校訪問
３０日(火)ぴょんぴょん大会，学校保健委員会

※ ７月７日(火) 水泳大会，学級ＰＴＡ(５・６年)
８日(水) 水泳大会，学級ＰＴＡ(３・４年)
９日(木) 水泳大会，学級ＰＴＡ(１・２年)
１７日(金) 終業式

学校がきれいになりました
あいさつ

入賞おめでとう

楽しみ，学んだ２日間

ありがとうございます 子どもたちの安全のために学校だより
２０１５

２月に交通事故で尊い命を失った浜田葵くんの御両親から，１ 梅雨入りを前に
「子どもたちの教育に役立ててください。」と寄付金をいただ 間もなく梅雨入りを迎えます。川の氾濫や土砂災害などに
きました。子ども向けの本を購入させていただくことにして よる事故が心配になります。先日，県内で小学生の水難事故
います。本が大好きだった葵くんのように，多くの子どもた が発生しました。川や側溝で遊ばないこと，崖下や工事現場

いちき串木野市立市来小学校 平成２７年５月 ちが本に親しみ，知恵や思いやりの心にあふれた児童に育て などに近づかないことなど，御家庭の実態に合わせて御指導
http://www12.synapse.nejp ていきたいと考えています。温かいお心遣いに感謝し，皆様 をお願いします。

TEL ３６－２００６ FAX ３６－４６２５ に御紹介いたします。 ２ 交通事故の防止に向けて
新年度に入り，春の交通安全運動週間も終わりましたが，

期間が終わっても登校指導に御協力してくださる保護者や地
５月２４日(日)，第１回ＰＴＡ奉仕作業を実施しました。 域の方々が増えていて，大変ありがたく思います。ＰＴＡで

校長 内 田 純 隆 今回は５・６年生の保護者，児童を中心に参加していただき， も，本年度は各クラス１か月交代で登下校時の交通指導をお
校庭やプール周辺，裏山の草刈りや木々の剪定，校舎内の教 願いしており，５月は６年１組の保護者の方々に御協力いた

「おはようございます」「こんにちは」「さようなら」など 室やトイレの掃除などに汗を流してくださいました。おかげ だきました。６月は６年２組の皆さんになります。気づかれ
の声を聞くと何だか笑顔になり，気持ちが温かくなります。 さまで学校中がすっきりとした環境になり，これからの学校 たことは学校へお知らせしてください。
これまでも言い尽くされていますが，あいさつは，『魔法の 生活を安全に気持ちよく過ごすことができます。早朝から本

言葉』とよく言われます。あいさつは，人間関係を築く第一歩 当にありがとうございました。計画から準備，片付け等まで
であり，人と人とのコミュニケーションを育む大切なものです。御尽力いただきました保健部の皆様，軽トラックを提供して 〔「荒川ほたるでナイト」絵画コンクール〕
いちき串木野市では，『あいさつで つながる笑顔 広げよ くださった方々にも心より感謝申し上げます。２回目は，８ 南日本新聞社賞 ３年 平川 義経

う』のスローガンのもと『市民総ぐるみあいさつ運動』を展開 月２３日(日)の予定です。
しています。
本校の子どもたちも，自分から進んであいさつしたり，立ち

止まってしっかりあいさつしたりするなど，よくあいさつをす
るようになってきましたが，あいさつの声が小さかったり，相 ５月２６日(火)から２７日(水)，１泊２日の修学旅行を実
手があいさつをしてもあいさつを返さなかったり，また相手に 施しました。真夏日の強い日差しの下，体調を崩さないかが
よってあいさつをしたり，しなかったりなど，まだまだ十分で 心配でしたが，参加した６年生は，全員元気に過ごし，無事
はありません。しっかりと自分の心を届けるように，そして， 帰校しました。初日は熊本城や山鹿市の装飾古墳館で見学や
先手あいさつをするように，学校でも継続して指導していきた 体験活動をとおして歴史の学習をし，２日目は，最大の楽し
いと思います。 みであった荒尾市のグリーンランドで，友達と一緒にさまざ
さて，登校・下校指導をして横断歩道に立っていると，車窓 まなアトラクションで楽しみ，小学校生活の楽しい思い出を

越しにあいさつをしてくださる方がいらっしゃいます。ほんの つくることがで
数秒の出来事ですが，温かい心になり，車窓越しに気持ちを届 きました。
けられた思いになります。本当にありがたく感じます。 また，訪問先
しかしながら，先日，登校指導をしてくださっている方から，でのあいさつや

「子どもはあいさつをするのに，送り迎えしている保護者があ 公共の場でのマ
いさつをせず，残念な思いをした。」という話をお聞きしまし ナー，時間やき
た。 まりを守ること
『大人が変われば，子どもも変わる』社会教育でよく使われ など，実践をと

る言葉です。子どもは，大人をよく見ています。そして，そこ おして学ぶ機会
から自分の生き方等を学びます。だからこそ，大人である私た となりました。
ちが手本となる行動をしていかなければならないと思います。 家族や多くの

私たちは，子どもの健全育成を目指して学校も家庭も地域も 方々の支えで参

取り組んでいます。前述したように，学校では，子どもたちに 加できたことに
『あいさつ』の大切さを教え，自ら進んであいさつをするよう 感謝し，学んだ
に指導しています。私たち大人が，子どもの手本となるように，り，身につけた
また，住みよい，心地よい地域の充実のために一人一人が心が りしたことを今
けて『あいさつ運動』を展開していきたいものです。 後に役立てるよ

うにしたいと思
います。 天候にも恵まれ，よい思い出ができました。




